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■アクセントカラー
　　アクセントカラーとは，配色がまとまりすぎ
て単調な場合に，変化をつけるために小さい面
積で使う色のことです。ベースカラー（画面の
中でもっとも面積の大きい色）とは色相や明度，
彩度が対照的な色を用います。

■セパレーション
　　セパレーションとは「分離」という意味です。
２色がとても似ている場合や，強烈すぎる場合
に，間に１色を入れ，色を分離することで，印
象を引き締めたり和らげたりします。セパレー
ションに使われる色は無彩色が多いです。

配色の技法

⬆  赤い写真を入れると画面に変化が生まれる。

⬆  間に白を入れることで和らいだ印
象へ。

　セパレーションで見やすくなった。 ➡
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⬆  上の２つは文字と背景に明度差がないため，見
づらい。

色の組み合わせによる美しさを学び，効果的に使えるようにしましょう。課題に沿って，
４×３の枠に配色してみましょう。

課題１　無彩色で配色する。

課題２　同一色相で配色をする。

課題３　類似色で配色をする。

課題４　対照色で配色をする。
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次のイメージを３色で配色してみましょう。
課題１　自然・５月のイメージ
課題２　軽やかな，躍動的な，陽気なイメージ
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　　青色といえば海や空，緑色といえば木々など，色によって連想されるものがあります。そこから，
青はさわやかなどのイメージも思い浮かびます。その色によって連想されるものやその色がもつイ
メージは，商品パッケージやロゴなどの制作にも利用されています。

　　ただし，連想には個人差や，文化の差もあります。たとえば，日本では太陽といえば一般的には赤
ですが，欧米では黄色で描かれることが多いです。

色の連想

■情報高校■　　　■情報高校■　　　■情報高校■
⬆ さわやかな印象。 ⬆ 活発な印象。 ⬆ 落着いた印象。

　　配色からもイメージが伝わってきます。

配色のイメージ

⬆ 暖かい（暖色）

オレンジ・黄・赤 青・水色・藍色 オレンジ・黄緑 黒・灰・赤

⬆ 冷たい（寒色） ⬆ 快活 ⬆ モダン

　　トーンとは，明度と彩度を含めた色調のことです。同じトーンで配色すると，明度と彩度が似通っ
ているため，調和がとりやすいです。また，色相が異なっても同じようなイメージをもちます。

■明るいトーン　高明度・明るく白っぽい ■ 暗いトーン　低明度・暗く黒っぽい

■派手なトーン　彩度が高く色味がはっきりしている ■ 落ち着いたトーン　彩度が低くグレーっぽい

トーンのイメージ

⬆ さわやかなイメージ

⬆ いきいきとしたイメージ

⬆ 大人っぽいイメージ

⬆ おとなしいイメージ

色の心理的効果
　色によって，人は何かを連想したり，何かの印象をもったり，心理的なはたらきがあり
ます。与える印象を意識し，色を効果的に使えるようにしましょう。 

　文字や，その背景に色を使いたい場合には，文字がはっきりと見えるかどうかを考慮する必
要があります。はっきり見えるかどうかは，文字の色と背景の色との明度差が最も重要です。
明度差があるほど，はっきりと見えます。

色の見やすさと明度

字色が白でも黒でも見えにくい場合は，
どの色にしても見づらいので，背景に
色を置いたり，白色のアウトライン文字
にしてセパレーションを使う。　　  ➡
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Chapter 4 色と写真
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